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学校法人東京女子医科大学は、学祖吉岡彌生先生により女子の医育

機関として明治33年に設立され、本年126周年を迎えます。創立以来、

「女性の社会的・経済的自立」を目指し、社会貢献のできる専門職であ

る女性医師・看護師を育成して参りました。本学の使命は学祖の理念で

ある「至誠と愛」（きわめて誠実であること、慈しむ心（愛））の実践を根幹

とし、「医学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人

を育成する」。すなわち、「生涯に亘り最良の医療を実践する知識・技能

を修め、温かい心を持った人間性、社会に貢献する活動力、国際感覚

を持つ女性医療人の育成」であります。

本学は文部科学省平成28年度科学技術人材育成費補助事業ダイ

バーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）に採択され、①上位

職への積極登用、②研究力向上・リーダー育成、③ダイバーシティ研究

環境整備を中心に行って参りました。

この特色型の取り組みが自主的に行われることを前提に、さらに高い

目標をもって取り組むこととして、令和3年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端

型）」に採択され、「グローバルヘルスリーダー育成と更なる女性登用

『YAYOI プロジェクト』の取り組みを開始致しました。 本年度も理事長・

学長の強いリーダーシップのもと、女性医療人キャリア形成センターを中

心に全学で精力的に取り組んできました。様々な取り組みの成果を報告

書にできたことを大変嬉しく思います。 今後も引き続き、女性医療人が

生涯輝いて活躍できる社会を目指して活動してまいります。

「女性医療人キャリア形成センター」は、文部科学省人材育成費補助

事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」の最終評

価においてA評価を受け、さらに本多祥子ダイバーシティ環境整備事業

推進室室長を中心に「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先

端型）」の中間評価においてA評価を頂きました。上位職登用、研究力

向上・リーダー育成、ダイバーシティ環境整備の3本柱の下に活動を継

続しております。当センターは大澤眞木子センター長の下に、女性医

師・看護師の勤務継続に対する支援、セーフティネットを提供するだけ

でなく、医療人としてのキャリア形成とその促進、リーダーシップの育成

を目指して継続して本学の女性医療人のキャリア形成支援を牽引して

おります。様々な事業内容にご支援をくださっている女性医療人キャリア

形成センター事務局の皆様に感謝申し上げます。東京女子医科大学に

おける女性医療人のさらなる飛躍を推進するために、皆様の温かいご支

援をお願い申し上げます。
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ダイバーシティ
環境整備事業推進室
（働き⽅の多様性推進）

⻑︓本多 祥⼦
副︓⻄井 明⼦

番場 嘉⼦

⼥性医療⼈キャリア形成センター

⻑︓⼤澤 眞⽊⼦ 副︓佐藤 ⿇⼦

上位職への積極登⽤
研究⼒向上・リーダー育成

ダイバーシティ研究環境整備

⼥性医師･研究者
⽀援部⾨

⻑︓佐藤 ⿇⼦
副︓宮⽥ ⿇理⼦

多賀⾕ 悦⼦

看護職キャリア
開発⽀援部⾨

⻑︓⽩⽯ 和⼦
副︓吉武 久美⼦

⼭内 典⼦

カウンセリング
ライフイベント⽀援

各種研修など

⼥性医療⼈
リーダー育成部⾨

⻑︓⻄井 明⼦
副︓本⽥ 浩章

セミナー
個別⾯談

⼦育て⽀援
研究⽀援員
復職⽀援

⼥性医療⼈キャリア形成センター組織図(2026年4⽉現在)

⼥性医療⼈キャリア形成センター運営委員(2026年4⽉現在)

職 位 ⽒ 名

⼥性医療⼈キャリア形成センター⻑ ⼤澤 眞⽊⼦

⼥性医療⼈キャリア形成センター副センター⻑ 佐藤 ⿇⼦

ダイバーシティ環境整備事業推進室⻑ 本多 祥⼦

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨⻑ ⻄井 明⼦

⼥性医師・研究者⽀援部⾨⻑ 佐藤 ⿇⼦

看護職キャリア開発⽀援部⾨⻑
東京⼥⼦医科⼤学病院看護部⻑ ⽩⽯ 和⼦

医療部⾨担当理事 ⼀⼾ 和成

教育部⾨担当理事 三⾕ 昌平

東京⼥⼦医科⼤学病院診療部⾨/診療⽀援部⾨担当副院⻑ 中井 陽介

医学部⻑ 坂井 修⼆

看護学部⻑ ⻘⽊ 雅⼦

(順不同、敬称略)
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ダイバーシティ
環境整備事業推進室

⼥性医療⼈キャリア形成センター
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ダイバーシティ
環境整備事業推進室
室⻑

本多 祥⼦
解剖学講座
神経分⼦形態学分野
准教授

2018年4⽉より前任の野原理⼦先⽣を引き継ぎ⽂科省ダイバーシ
ティ研究環境実現イニシアティブ（特⾊型）事業、引き続き2021年
度からは同（先端型）採択を受けて、本学独⾃のYAYOIプロジェク
トを⽴ち上げ、様々な形で⼥性研究者⽀援を⾏っております。これ
までYAYOIプロジェクトに関わってくださった様々な分野の研究者
の⽅々と接し、たくさんの知恵や意⾒、お気持ちを知ることができ
ました。また、念願の介護サポート事業も⽴ち上げることができま
した。私のような⼀個⼈でも、このような事業を介して様々な⽴場
の⽅を⽀援できるのだと実感する貴重な機会となっています。⼥性
医療⼈の皆様が、本学で楽しく⾃由に夢や⽬標を追求し、全学的な
⽀援のもとで快適にキャリアを形成できるよう、微⼒ながら引き続
き誠⼼誠意お⼿伝いをさせていただきたいと思います。これからも
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

室⻑あいさつ

ダイバーシティ環境整備事業推進室

職 位 ⽒ 名

室⻑ 解剖学講座 神経分⼦形態学分野 准教授 本多 祥⼦

副室⻑ ⼊試センター、循環器内科学講座 循環器内科学分野、予防医学科 教授 ⻄井 明⼦

副室⻑ 外科学講座 消化管外科学分野 講師 番場 嘉⼦

メンバー(2026年4⽉現在)
(順不同、敬称略)

本学は平成28年度⽂部科学省科学技術⼈材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イ
ニシアティブ(特⾊型)」に採択され、令和3年度に事業を終了し、【総合評価A】をいただき
ました。この「特⾊型」での取組は⾃主的に⾏われていることを前提として更に⾼い⽬標を
掲げるとともに、⼥性研究者の活躍促進を踏まえたより広いダイバーシティ研究環境の形成
を図る先端的な取組を進めていく機関として令和3年度「同(先端型)」に採択され、各部⾨と
連携し、3つの柱を基盤として様々な取り組みを⾏っています。



「特⾊型」のフレームに先端的取組を追加し、以下を達成することを本事業の⽬標といたします。

● ⼥性在職⽐率︓教授30％、准教授35％、講師40％
● 新規採⽤、昇進・昇格において、後進⼥性研究者の指導能⼒や国際活躍業績等を⼊れる
● ⼥性研究者の科研費等競争的研究資⾦の申請数増加、新規採択率の向上をめざす
● 介護⽀援の充実をはかる

ダイバーシティ環境整備事業推進室

令和3年度⽂部科学省科学技術⼈材育成費補助事業
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(先端型)」

グローバルヘルスリーダー育成と更なる⼥性登⽤

『YAYOIプロジェクト』

学祖 吉岡彌⽣(やよい)先⽣
Your Attention to Your Own Innovation!
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ダイバーシティ環境整備事業推進室
上位職への積極登⽤

現役准教授や講師をロールモデルとした「ピアラーニングforやよいびと」を開催し、演者を
メンター・参加者をメンティ―とした個別アドバイスを実施しています。

⼥性准教授・講師の新規採⽤および昇進昇格の促進

2025年
9⽉19⽇開催

夏堀 晃世先⽣／公益財団法⼈ 東京都医学総合研究所 睡眠プロジェクト
研究員、東京⼥⼦医科⼤学 ⽣理学講座 神経⽣理学分野・細胞⽣理学部⾨
⾮常勤講師

2025年
11⽉28⽇開催

坂井 晶⼦先⽣／東京⼥⼦医科⼤学 循環器内科学講座 循環器内科学分野
講師、保健管理センター 学⽣健康管理室

2026年
3⽉12⽇開催

齋藤 直美先⽣／東京⼥⼦医科⼤学 看護学部 精神看護学 助教、CNS（専⾨看
護師）、博⼠（看護学）

教授
⼥性割合 ⼥性 男性 合計

2021年11⽉★ 26.7％ 36 99 135
2022年3⽉ 26.3％ 36 101 137
2023年3⽉ 29.5％ 38 91 129
2024年3⽉ 28.8％ 36 89 125
2025年3⽉ 30.6％ 37 84 121
2026年3⽉ 28.1% 34 87 121

国内外において優れた実績のある⼥性教職員（医師以外の⼥性研究者も含む）の上位職登⽤
を推進しています。

【職位別在籍数と⼥性割合】

学⻑指名推薦による⼥性教授登⽤
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★︓ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）事業開始

講師

准教授

教授

講 師

准 教 授

教 授

准教授
⼥性割合 ⼥性 男性 合計

2021年11⽉★ 26.8％ 33 90 123
2022年3⽉ 29.0％ 36 88 124
2023年3⽉ 27.4％ 31 82 113
2024年3⽉ 30.8％ 37 83 120
2025年3⽉ 29.1％ 34 83 117
2026年3⽉ 28.6% 32 80 112

講師
⼥性割合 ⼥性 男性 合計

2021年11⽉★ 33.5％ 52 103 155
2022年3⽉ 34.2％ 54 104 158
2023年3⽉ 35.4％ 52 95 147
2024年3⽉ 33.8％ 47 92 139
2025年3⽉ 32.1％ 43 91 134
2026年3⽉ 37.2% 48 81 129
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ダイバーシティ環境整備事業推進室
上位職への積極登⽤

「彌⽣⼈メンター・メンティ賞」の設⽴
優れた研究指導の結果、⼥性研究者＝メンティ（医師、看護師、non-MDを含む）が筆頭著と
して論⽂掲載を成し遂げた場合、または筆頭演者として学会発表等を⾏った場合、指導に当
たった研究者＝メンター（医師、看護師、non-MDを含む、男⼥問わず）と当該メンティのメ
ンター・メンティペアを対象として両者を表彰し、メンティに対して研究助成を⾏う「彌⽣
⼈メンター・メンティ賞」を設⽴しました。2025年度は2ペアが受賞しました。

メンティ メンター

⽒名 所属・職位 ⽒名 所属

菅野 瑛梨
先⽣

内科学講座
膠原病リウマチ内科学分野

助教
⽥中榮⼀

先⽣
内科学講座

膠原病リウマチ内科学分野
准教授

⼭⽥ 理紗
先⽣

内科学講座
膠原病リウマチ内科学分野

助教
勝⼜康弘

先⽣
内科学講座

膠原病リウマチ内科学分野
講師

※受賞時の職位・所属を記載

（左から）勝⼜ 康弘先⽣、⼭⽥ 理紗先⽣

医・⼯・理の異分野連携、異業種連携の場として、オープンイノベーション講演会を開催し
ています。広く学内外、国内外から⼥性研究者の参加を促すことで、⼥性研究者を中⼼とし
たコミュニティの形成、活性化を推進しています。

オープンイノベーション講演会・交流会の実施

2025年
6⽉21⽇開催

第47回未来医学研究会⼤会
東京⼥⼦医科⼤学が切り拓く未来医療 共催

2026年
2⽉17⽇開催

第2回先端⽣命医科学センター
産学連携フォーラム 共催

（左から）菅野 瑛梨先⽣、⽥中 榮⼀先⽣

第47回未来医学研究会⼤会
東京⼥⼦医科⼤学が切り拓く未来医療
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本学弥⽣記念講堂・ZOOMウェビナー
ハイブリッド開催

（参加者120名以上）



ダイバーシティ環境整備事業推進室
研究⼒の向上

「グローバル架け橋研究⽀援」
事業開始以来、「架け橋研究」「国際共同研究」「AI研究スタート
アップ」の3分野での研究⽀援を⾏っていましたが、2024年度からは
研究領域を広げ「グローバル架け橋研究⽀援」として研究分野を問わ
ず⽀援を実施しています。2025年度採択者は以下の3名です。

⽒名 所属・職位 研究課題

塚⽥ 弘⼦
先⽣

外科学講座
乳腺外科学分野

助教
「VHH型抗体を⽤いた乳癌新規バイオマーカーの診断的
意義と分⼦⽣物学的特徴の解明」

岡本 祐⼦
先⽣

内科学講座
膠原病リウマチ内科学

分野 講師
「関節リウマチ発症におけるPD-1経路の探索」

野⼝ 玲
先⽣

薬理学講座
薬理学分野 講師

「腹膜偽粘液腫の空間不均⼀性に打ち勝つ悪性化予測モ
デルの開発︓ホルマリン固定標本からの空間プロテオー
ムデータと病理画像と臨床情報のAI統合解析を⽤いて」

※採択時の職位・所属を記載

塚⽥ 弘⼦先⽣ 岡本 祐⼦先⽣ 野⼝ 玲先⽣

研究⼒向上、共同研究の促進・活性化を⽬的に、オンラインコミュニケーションツール
「Slack」を利⽤した【YAYOIコミュニティ】を開設しています。国際共同研究⽀援採択者
を中⼼に、国際共同研究に関する情報交換や若⼿研究者からの海外留学相談など、研究者同
⼠の交流が広がっています。

⼥性研究者をつなぐリアルタイムコミュニケーションツール「Slack」の活⽤

保健医療分野におけるAI研究の活性化を図るため、「AI・臨床統計無料相談会」を定期的に
開催しています。「AIの活⽤⽅法がわからない」「適切な統計⼿法がわからない」等、相談内
容に合わせてAIもしくは医療統計の専⾨家が個別に対応しています。

「AI・臨床統計無料相談会」の開催

研究費獲得⽀援
本学研究推進センターと共催で、科研費セミナーをはじめと
する研究費セミナーを開催しています。また申請から計画⽴
案相談、計画書改善⽀援等、URAによる研究費申請獲得⽀援
を実施しています。
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ダイバーシティ環境整備事業推進室

国際共同研究の成果として国際学術雑誌掲載が決定した英⽂成果報告に対し、掲載料の⼀部
を補助しています。2025年度は以下の7名を⽀援しました。

国際的研究交流の増加、国際共同研究の活性化を⽬的とした講演会・交流会に対し、開催
⽀援を実施しています。

「国際研究講演会・交流会開催⽀援」の実施

「英語論⽂掲載料補助制度」の実施

研究⼒の向上

新たな国際的研究交流の増加、国際共同研究の活性化を推し進めるために国際学会に参加し、
筆頭にて発表した⼥性医師・研究者に対して、学会参加費・演題登録費の⼀部を補助してい
ます。2025年度は以下の4名を⽀援しました。

「国際学会参加費等補助制度」の実施

槇原 弘⼦先⽣ ⽣化学講座 ⽣化学分野 講師

⼩柳 愛先⽣ ⾜⽴医療センター 病理診断科 助教

岩下 華⼦先⽣ 衛⽣学公衆衛⽣学講座 公衆衛⽣学分野
グローバルヘルス部⾨ 准講師

尾⾝ 葉⼦先⽣ 外科学講座 内分泌外科学分野 講師

伊藤 亜由美先⽣ 内科学講座 消化器内科学分野 助教

望⽉ 牧⼦先⽣ 解剖学講座 顕微解剖学・形態形成学分野 助教

三⽊ 貴⼦先⽣ 衛⽣学公衆衛⽣学講座 公衆衛⽣学分野 助教

神尾 敬⼦先⽣ 内科学講座 呼吸器内科学分野 助教

⽥中 紀奈先⽣ 内科学講座 ⾎液内科学分野 助教

筒井 順⼦先⽣ 精神医学講座 精神医学分野 公認⼼理⼠

野久保 有沙先⽣ 循環器内科学講座 循環器内科学分野 後期研修医
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〜YouTube⼥⼦医⼤チャンネルにて講演動画を公開中〜

国際的に活躍する⼥性研究者による国際研究講演会
「カナダでの⼥性腎臓内科医・研究者としてのキャリア」

⾼野朋⼦先⽣

2026年
2⽉21⽇開催

⿇酔科主催 国際⿇酔シンポジウム
「⽇⽶⼥性臨床医が語り合う、医療キャリアの築き⽅」

2026年
3⽉31⽇開催

腎臓⼩児科主催「カナダでの⼥性腎臓内科医・研究者としての
キャリア」⾼野朋⼦先⽣（カナダMcGill⼤学腎臓内科教授・
Canadian Society of Nephrology President）



ダイバーシティ環境整備事業推進室

実践的介護⽀援体制の構築
「⼥⼦医⼤・東京医⼤ファミリーサポート」を委託しているNPO法⼈⼦育てネットワーク・
ピッコロのファミリーサポートのノウハウを活⽤した、“ちょこっと介護⾒守り⽀援”を実施し
ています。まだ本格的な介護は必要としないけれど、独りにしておくのはご家族から⾒ると不
安がある、という「ちょっとした⾒守り」を必要とされる⼥⼦医⼤教職員のご家族を対象に、
⾷事の⾒守りや外出時の付き添い、話し相⼿などの「ちょこっと」した⾒守り⽀援を実施して
います。提供会員講習会を受講し修了した「提供会員」の皆さんが⽀援を⾏っています。

勤務環境の改善

⼦育てファミリーサポートと合同で

本学の⼤学祭にブース出展をしました︕

提供会員向けにスキルアップ研修会や茶話会を定期的に

開催し、⽀援時の注意事項や情報共有を⾏っています
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〜利⽤者の声〜〜利⽤者の声〜

ダイバーシティ環境整備事業推進室

院内保育所のICT環境整備を進めています。タブレット端末と専⽤ソフトを⽤いて、保育園
の登降園時間管理や保育⽇誌等をデジタル化することで、利便性や事務作業効率を上げ、
安全な保育を提供しています。また、保育満⾜度とニーズ把握のための新規利⽤者アン
ケート調査を⾏い、状況に応じた保育の提供を検討しています。

保育制度の整備

親の不安や気になることも相談
できるので、⼤変助かります。

⼦どもの興味に合わせた
製作や玩具を考えてくださり
嬉しかったです。

研究⽀援員制度における対象者範囲の拡⼤
⼥性研究者に加え、⼥性研究者を⽀える男性研究者1名の⽀援枠を2022年度より新設し、
⽀援を⾏っています。

「介護なんでも相談窓⼝(Googleフォーム)」
本学教職員を対象とした「介護なんでも相談窓⼝(Google
フォーム)」を設置しています。実際の介護の困りごとなどは
もちろん、具体的ではないけれどちょっと聞いてみたいこと
まで「なんでも」相談が可能です。当センターが窓⼝となり、
本学常駐のアドバイザーと⼀緒にどのようにお⼒になれるか
検討し、必要に応じて関連部署とも連携して対応しています。

介護講演会の開催
介護を⾝近に感じる機会を提供するため、介護講演会を開催しています。今年度は「介護
体験を聞こう︕語ろう︕」をテーマに座談会を開催。参加者からは「家族の介護について、
今後どのようなことが必要になるのか具体的に考えることができてとても参考になった」
との感想が寄せられ、より介護を⾝近に感じる機会となりました。

勤務環境の改善
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（左から）
司会の本多祥⼦室⻑、

「介護経験談を語る」
講演者の下村課⻑補佐





⼥性医療⼈リーダー育成部⾨

⼥性医療⼈キャリア形成センター



⼥性医療⼈リーダー
育成部⾨
部⾨⻑

⻄井 明⼦
⼊試センター
循環器内科学講座
循環器内科学分野
予防医学科 教授
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本部⾨では、⼥性医療⼈の指導者としての資質および能⼒の開発
を⽀援しています。2025年度も、本科⽣へのキャリア⾯談、リー
ダーシップセミナー、キャリアセミナー、ピアラーニング、FDな
どを、Webを活⽤し実施いたしました。2021年度にあらたに⽂科
省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）に採択さ
れました。グローバルヘルスリーダー育成と更なる⼥性登⽤として
⽴ち上がった「YAYOIプロジェクト」と連動しつつ、今後もキャリ
アアップを⽬指して努⼒される皆様を引き続き⽀援してまいりたい
と思います。

部⾨⻑あいさつ

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨

職 位 ⽒ 名

部⾨⻑ ⼊試センター、循環器内科学講座 循環器内科学分野、予防医学科 教授 ⻄井 明⼦

副部⾨⻑ 実験動物研究所 所⻑・教授 本⽥ 浩章

委員 ⼥性医療⼈キャリア形成センター 副センター⻑
⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 部⾨⻑

佐藤 ⿇⼦

委員 看護職キャリア開発⽀援部⾨ 部⾨⻑ ⽩⽯ 和⼦

委員 ⾜⽴医療センター 眼科 教授 須藤 史⼦

委員 ⿇酔科学講座 ⿇酔科学分野 教授・基幹分野⻑ ⻑坂 安⼦

委員 微⽣物学免疫学講座 微⽣物学免疫学分野 教授・基幹分野⻑ 柳沢 直⼦

委員 解剖学講座 顕微解剖学・形態形成学分野 教授・基幹分野⻑ ⽯津 綾⼦

委員 ⼥性医療⼈キャリア形成センター 事務課 課⻑補佐 下村 裕⾒⼦

運営委員(2026年4⽉現在)
(順不同、敬称略)



⼥性医療⼈リーダー育成部⾨

東京⼥⼦医科⼤学の創⽴者である吉岡彌⽣先⽣の精神を受け継ぎ、社会のリーダーとしてよりよい
社会を作るために活動することを⽬指す⼥性医療⼈のための部⾨です。

0
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100
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200
250
300
350

165
234 249 262 262 263 262 265 265 266

34

43 51 52 53 49 46 44 45 46

2025年度実績

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨は
本学の⼥性教員および卒業⽣を対象として

リーダーシップ育成･促進のための取組を⾏います。

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨は
本学の⼥性教員および卒業⽣を対象として

リーダーシップ育成･促進のための取組を⾏います。

登録⽣ 本科⽣

昇進・昇格

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨からの
教授昇格状況

登録者数個別⾯談

⼥性医療⼈リーダー育成部⾨
の登録⽣のうち、特に個別指
導やキャリア形成⽀援を希望
する本科⽣に対し、個別⾯談
を年1〜2回実施しています。
2025年度は、本科⽣6名に対
し、部⾨⻑・副部⾨⻑ならび
に運営委員が個別にキャリア
⾯談を⾏いました。

講師 1名

臨床講師 1名

2017年度 教授1名 特命担当教授2名

2018年度 教授8名 特命担当教授1名

2019年度 教授4名 特命担当教授1名

2020年度 教授3名

2021年度 教授1名

2022年度 教授3名

2023年度 教授1名

2024年度 教授１名

2025年度 教授0名
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⼥性医療⼈リーダー育成部⾨

リーダーシップセミナー 2026年3⽉10⽇開催
（対⾯・オンライン）

⻄村 勝治先⽣
東京⼥⼦医科⼤学病院⻑

精神医学講座 精神医学分野 教授・基幹分野⻑

英語論⽂⽀援 英語論⽂校正費⽤半額補助・英語プレゼン個別指導

講師︓伊藤 瑞⼦先⽣

司会︓⻄井 明⼦部⾨⻑

歌⼿MISIAさんのお⺟様でいらっしゃる伊藤先⽣に「『育児の共有』
から新しい未来へ」をテーマにご講演いただきました。伊藤先⽣は医
師として活躍しながら3⼈の⼦供を育て、71歳で⼤学院に⼊学。ご⾃
⾝の経験に基づいた『育児の共有』をテーマに修⼠号を取得されまし
た。⻑年、離島医療や地域医療の最前線で命と向き合いながら、⽣涯
を通して学び続けるその姿勢は、多くの⼈々に勇気と希望を与え続け
ています。

キャリアセミナー 2025年11⽉20⽇開催
（オンライン）

伊藤 瑞⼦先⽣
あおばクリニック⼩児科医

東京⼥⼦医科⼤学病院⻑、精神医学分野教授・基幹分野⻑の⻄村
先⽣に「精神科医が病院⻑になるということ」をテーマにご講演
いただきました。2025年度をもって退任を迎えられることから、
最終講義を終えられ、本学において先⽣のお話を伺える最後の、
そして⼤変貴重な機会となりました。当⽇は会場の定員を⼤きく
上回るほど多くの⽅々にお越しいただき、先⽣のご⼈徳を象徴す
るかのような熱気あふれる最後のひとときとなりました。閉会に
際し佐藤副センター⻑より花束を贈呈。会場は温かな拍⼿に包ま
れました。参加者からは「⻄村先⽣が⼀つ⼀つの症例に真摯に向
き合われてきた延⻑線上に病院⻑としてのお仕事があったのだと
いう事を感じました」「⻄村先⽣のお⼈柄を感じることができる
⼼温まる会でした」等の感想が寄せられました。

英語論⽂校正費⽤半額補助

国際学会等での発表に向け、英語でのプレゼンテーションのスキルアップを⽬的に「英語プレ
ゼン個別指導」を実施しています。実際にスライドを⽤いて英語でプレゼンテーションを⾏い
指導を受けるため、⾃⾝のプレゼンについて客観的に評価・アドバイスが得られると好評です。

英語プレゼン個別指導

⽥中 紀奈先⽣ 内科学講座 ⾎液内科学分野 准講師

佐藤 恵先⽣ 内科学講座 内分泌内科学分野 後期研修医

野⼝ 玲先⽣ 薬理学講座 薬理学分野 講師

⾃⾝が執筆した英語論⽂の英⽂
校正費⽤について半額補助を実
施しています。2025年度は3名
⽀援しました。

※申請時の職位を記載

（左から）⻄村先⽣、佐藤副センター⻑
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⼥性医師・研究者⽀援部⾨

⼥性医療⼈キャリア形成センター



- 20 -

⼥性医師・研究者⽀援部⾨

職 位 ⽒ 名

部⾨⻑ 臨床検査科 特任教授 佐藤 ⿇⼦

副部⾨⻑ ⽣理学講座 神経⽣理学分野 教授・基幹分野⻑
総合医科学研究所 所⻑代⾏ 宮⽥ ⿇理⼦

副部⾨⻑ 内科学講座 呼吸器内科学分野 教授・基幹分野⻑ 多賀⾕ 悦⼦

委員 衛⽣学公衆衛⽣学講座 公衆衛⽣学分野 教授・基幹分野⻑ 野原 理⼦

委員 予防医学科 教授 村﨑 かがり

委員 ⾜⽴医療センター 内科 教授 ⼩川 哲也

委員 ⼋千代医療センター 病理診断科 教授 中澤 匡男

委員 ⼊試センター、循環器内科学講座 循環器内科学分野、予防医学科 教授 ⻄井 明⼦

委員 解剖学講座 神経分⼦形態学分野 准教授 本多 祥⼦

委員 外科学講座 内分泌外科学分野 准教授 堀内 喜代美

委員 保健管理センター 准教授 横⽥ 仁⼦

委員 消化器内視鏡科 准教授 岸野 真⾐⼦

委員 看護学部 基礎教育学系 講師 辻村 貴⼦

委員 ⼈事部 給与厚⽣課 課⻑ ⼩⾕ 浩平

委員 ⼥性医療⼈キャリア形成センター 事務課 課⻑補佐 下村 裕⾒⼦

⼥性医師・研究者⽀援部⾨
部⾨⻑

佐藤 ⿇⼦
臨床検査科 特任教授

⼥性医師・研究者⽀援部⾨では、⼦育て⽀援、研究⽀援員制度、
復職⽀援を⾏っております。⼦育て⽀援では、24時間体制の院内保
育所と病児保育、病棟保育の事業⽀援を基本とし、さらに「⼥⼦医
⼤・東京医⼤ファミリーサポート」を⾏い、提供会員育成とスキル
アップの講習会を実施しています。これは地域の⼈々から⼦育て⽀
援を受け家族の福祉の向上を図ることを⽬的とした活動で、集団保
育では対応困難な個別のニーズに対応したきめ細やかな⽀援を可能
としています。研究⽀援員制度では、⼥性医師・研究者、そして⼥
性研究者を⽀える男性研究者に研究⽀援員を配置し研究の遂⾏を⽀
援しています。有効に活⽤していただき着々と業績を伸ばしており
ます。また、復職⽀援では、出⾝⼤学に関わらず、結婚・出産・育
児などを契機に離職された⼥性医師の復職に向けて、詳しいヒアリ
ングを⾏い、個々に合った復職研修や実習などの情報を提供してお
ります。復職⽀援により⼥性医師が継続して活躍されることで、社
会貢献につながればと考えております。今後も、皆様からのなお⼀
層のご⽀援を賜りますようお願い申し上げます。

部⾨⻑あいさつ

運営委員(2026年4⽉現在)
(順不同、敬称略)



⼥性医師・研究者⽀援部⾨

多くの指導的⽴場となる優れた⼥性医師・研究者を育成し、価値ある業績を積み重ね、将来の
⽇本の医療に貢献することを⽬指して、「⼥性医師・研究者⽀援部⾨」を設⽴いたしました。
⼦育てなどのライフイベントと診療・教育・研究を両⽴し、キャリア形成を継続できる環境を
整備します。

⼥性医師・研究者⽀援シンポジウム2025 2025年6⽉収録

【挨拶】
清⽔ 治 理事⻑
三⾕ 昌平 学⻑

【開会の挨拶】
⼤澤 眞⽊⼦ 理事、名誉教授、⼥性医療⼈キャリア形成センター センター⻑

【東京⼥⼦医科⼤学の⼥性医師研究者⽀援】
佐藤 ⿇⼦ ⼥性医療⼈キャリア形成センター 副センター⻑、

⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 部⾨⻑、臨床検査科 特任教授

【⼥性医師・研究者研究発表会】2024年度「研究⽀援員制度」利⽤者による研究報告
ご紹介︓三浦 健⼀郎 腎臓⼩児科 教授

演者︓⽩井 陽⼦ 腎臓⼩児科 講師

ご紹介︓野村 岳志 集中治療科 教授
演者︓梅井 菜央 集中治療科 准教授

【2024年度研究プロジェクト 研究報告（医学部4年⽣）】
ご紹介︓辻村 貴⼦ ⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 運営委員

統合教育学修センター 基礎教育学（⽇本語学） 講師

演者︓徳永 環 〔腎臓⼩児科〕
松岡 あかり〔⿇酔科〕
森野 絢⼦ 〔病理学（⼈体病理学・病態神経科学）〕

【ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）事業概要】
本多 祥⼦ ダイバーシティ環境整備事業推進室 室⻑、解剖学（神経分⼦形態学）准教授

【閉会の挨拶】
坂井 修⼆ 医学部⻑

※収録時の職位・所属を記載
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⼥性医師・研究者⽀援部⾨
妊娠・出産・育児・介護等のライフ・イベントにより研究活動の継続や研究時間の確保が困難となった⼥性研究者や
⾼いレベルの研究を⾏っている将来有望な⼥性研究者を⽀援するための「研究⽀援員制度」を実施しています。
また、令和3年度⽂部科学省科学技術⼈材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（先端型）」
の⼀環で「⼥性研究者を⽀える男性医学研究者のための研究⽀援員制度」もあわせて実施し、研究環境の整備に努めて
います。

研究⽀援員制度

〜〜
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私自身は育児と普段の業務で手一杯であったため、到
底基礎研究をできる状況にありませんでした。今回サ

ポートしてくださったおかげで研究を進めることができた
ことに感謝しています。

樋⼝ 智昭先⽣

研究課題

最終学歴

研究内容

東京⼥⼦医科⼤学 看護学部 基礎教育学 講師

辻村 貴⼦先⽣

研究課題

最終学歴

現 職

研究内容

⽀援内容

メッセージ

九州⼤学⼤学院医学系学府 博⼠（医学）

医学部初年次⽣の「書くこと」に対する苦⼿意識に焦点をあて、なぜ苦⼿意識
をもつのか、科学的思考への早期暴露との関係などを解明するべく、⼤規模統
計解析等を⾏っています。10年近くかけて800名近くのデータを定点的に収集
しました。

「書くことへのネガティブさ」を克服するための基本的・医学的
表現教育技法の開発

テキストデータの整理、テキストマイニングソフトへのデータセットのほか、
統計データの⼊⼒、データクリーニング、統計解析後の精査、図表の作成など
をご担当頂きました。
講義や別研究の論⽂作成と並⾏して研究⽀援にお⼊り頂きました。
研究⽀援員の⽅（双⼦のママ︕）は統計の専⾨知識もお持ちで、統計解析後の
精査も研究上⼤変有益でした。使える時間が限られる中で、従来の2倍の速さで
研究を進められました。
⼦育てをしながら研究に従事できたこと、研究⽀援員の⽅ならびに本⽀援制度
に⼼より感謝申し上げます。

研究⽀援員制度

⼥性研究者を⽀える男性医学研究者のための研究⽀援員制度

膠原病リウマチ内科学分野 講師

研究⽀援員の⽅には、動物の飼育、強⽪症モデルマウスの作成、薬剤投与、
マウスの安楽死処置、⽪膚のホルマリン固定などについてご⽀援いただきました。

強⽪症線維化病態における疾患特異的PDEサブタイプの探索

東京⼥⼦医科⼤学⼤学院

全⾝性硬化症（強⽪症）で認められる⽪膚硬化などの線維化に対しては、いまだ
満⾜のいく治療法が確⽴されていません。私はこれまでに、PDE4阻害薬が強⽪症
モデルマウスにおける⽪膚線維化を改善することを報告しました。現在はどのPDE
分⼦を標的とすることが最も有効なのか、あるいはPDE4のどのアイソタイプを
阻害することが最も有効なのかについて検証を進めています。
PDE4阻害薬は近いうちに肺線維症に対し臨床で使えるようになると⾔われていま
すが、そのことについて嬉しさと、「もう少し頑張っていたら私も⾒つけられたの
ではないか」という悔しさが⼊り混じった、研究者ならではの感覚を味わいました。

私⾃⾝は育児と普段の業務で⼿⼀杯であったため、到底基礎研究をできる状況に
ありませんでした。今回サポートしてくださったおかげで研究を進めることがで
きたことに感謝しています。

現 職

⽀援内容

メッセージ



⼥性医師・研究者⽀援部⾨

院内保育所

本学では院内保育所を設置し、教職員の勤務をサポートしています
(⼈事課管轄)

2025年度保育所利⽤者延べ⼈数表

※「保育サービス講習会」を5〜6⽉、10〜12⽉に開催し、「スキルアップ研修」を9⽉、2⽉
に開催しました。また、「ファミサポ通信」を5⽉1⽇、10⽉1⽇に開催しました。

※⼥⼦医︓⼥⼦医⼤、東京医︓東京医⼤

⼥⼦医⼤・東京医⼤
ファミリーサポート

⼦育て⽀援を受けたい⼈（依頼会員）と
⼦育て⽀援をしたい⼈（提供会員）が会員登録をし、
コーディネーターが調整をする会員制の相互援助活動です

2025年度依頼会員239名の内訳
活動件数の推移

⼦育て⽀援
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女子医 東京医

女子医102

東京医76

女子医12

東京医10

女子医4

東京医11

女子医12

東京医3

女子医9

東京医0

医師 看護師 教員 その他 学生

2025年度 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 合計
昼間保育 87 78 60 82 59 55 45 62 87 106 98 143 962
延⻑保育 2 10 7 11 2 0 7 5 10 0 0 0 54
夜間保育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
休⽇保育 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
病児保育 16 19 16 19 9 12 13 11 8 5 14 12 154

計 105 108 83 112 71 67 65 78 105 111 112 155 1172



⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 復職⽀援
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相談者の出⾝⼤学を問わず、全国から復職相談を受け付けており、メ－ルによるアドバイスや対⾯・Web⾯
談によるキャリアカウンセリング等を実施することで⼥性医師の復職⽀援活動を⾏っております。

研修・相談の流れ

臨床現場復帰へ

不安や困りを共有し
⼀緒に今後の⽅向性を

検討します

不安や困りを共有し
⼀緒に今後の⽅向性を

検討します

「研修ありき」ではなく、
相談者の声に⽿を傾け
「これからの⾃分」

をサポート

「研修ありき」ではなく、
相談者の声に⽿を傾け
「これからの⾃分」

をサポート

⾯談実施
(ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)

⾯談実施
(ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)

不安の解消
+

現場の勘を取り戻す ＝

Googleフォームで相談受付Googleフォームで相談受付
何かをしなければと

思っているのだけど…
どこに相談すればよいか

わからない

何から始めればよいか
わからない

研修する、しないに関わらず
相談だけでもOKです。

お気軽にご相談ください︕

研修する、しないに関わらず
相談だけでもOKです。

お気軽にご相談ください︕

対応検討対応検討

※現在、病院での実地研修は⾏っておりません。



⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 復職⽀援
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2025年度相談者状況 ※2026年3⽉末現在

相談者数の推移

本学で復職⽀援が開始された2006年以来、相談された⽅は319名となりました。
内訳は実際に研修をされた⽅が112名、研修を⾏わず働き⽅などを提案・紹介したり、研修を
⾏わず相談のみで終了された⽅が207名、相談中の⽅が0名となります。
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12 12
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15 15
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2

0
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40

50

H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

その他
263名

（82％）

⼥⼦医⼤
56名

（18％）

相談者の8割以上が
「本学以外の卒業⽣」です

対応状況 出⾝⼤学

のべ 319名

相談のみ
207名

相談のみ
207名

研修修了
112名

研修修了
112名

相談中
0名

相談中
0名

研修中
0名

研修中
0名

6割
以上

4割弱



⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 復職⽀援
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研修先診療科の割合
内科系
眼科
⼩児科
⼥性外来・メンタルケア
⽪膚科
産婦⼈科
⽿⿐咽喉科
⿇酔科
整形外科
神経精神科
遺伝⼦医療センター
膠原病リウマチ痛⾵センター
第⼀病理

内科系
59名

（54％）

60名
13名
13名
8名
8名
3名
2名
2名
1名
1名
1名
1名
1名

⼩児科13名
(11％)

⽪膚科 8名
(7%)

眼科
13名

(11％)

内科系
眼科
⼩児科
⼥性外来・メンタルケア
⽪膚科
産婦⼈科
⿇酔科
⽿⿐咽喉科
整形外科
神経精神科
遺伝⼦医療センター
膠原病リウマチ痛⾵センター
病理学講座 病態神経科学分野

59名
13名
13名
8名
8名
3名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
1名

お住いの地域

東京
関東地⽅
中部地⽅
九州・沖縄地⽅
近畿地⽅
東北地⽅
中国地⽅
北海道
海外
不明

東京
212名

(67％）

185名
46名
12名
11名
9名
5名
2名
2名
5名
8名

東京
関東地⽅
中部地⽅
九州・沖縄地⽅
近畿地⽅
東北地⽅
中国地⽅
北海道
海外
不明

212名
50名
13名
12名
11名
5名
2名
1名
5名
8名



⼥性医師・研究者⽀援部⾨ 復職⽀援
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相談・研修報告

相談者概要(2025年度)

相談者 希望診療科 対応

1
50代
未婚

常勤勤務
消化器内科 【⾯談(対⾯・Web)実施】

⾯談の結果、本学消化器内視鏡科での⾒学が決定。

2
60代

お⼦様１⼈
離職中

内科
【⾯談(Web)実施】
⾯談で現状について確認し、今後の⽅向性を検討した結果
おすまいの近くで⾒学先を探すこととなった。

2025年度は、メールによる復職・キャリア相談を受け付け、web⾯談等も活⽤しながら相談者への
アドバイスや今後の⽅向性に関する提案などを⾏いました。





看護職キャリア開発⽀援部⾨

⼥性医療⼈キャリア形成センター



看護職
キャリア開発⽀援部⾨
部⾨⻑

⽩⽯ 和⼦
東京⼥⼦医科⼤学病院
副院⻑、看護部⻑
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本部⾨は2009年4⽉の設⽴から今年で17年⽬を迎えました。看
護職のキャリア開発⽀援部⾨では、看護学部、看護専⾨学校、3施
設の看護部が連携・協働して、充実した仕事と⽣活を送ることがで
きるようにサポートしています。2025年度は、キャリア・メンタ
ルヘルス⽀援、⾃⼰学習⽀援、看護研究推進⽀援、変⾰推進育成、
はたらき⽅⽀援、学⽣〜新⼈移⾏期⽀援の6つのプロジェクトで活
動いたしました。院内教育や各種委員会活動とも連携しながら看護
職者のニーズを把握し、⽣涯にわたるキャリア教育を進化させてい
ます。皆さまが⼊職の段階から⾃分らしくキャリアを積み重ねてい
かれますよう、看護職キャリア開発⽀援部⾨として応援していきた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願い致します。

部⾨⻑あいさつ

看護職キャリア開発⽀援部⾨

職 位 ⽒ 名
部⾨⻑ 東京⼥⼦医科⼤学病院 看護部⾨担当副院⻑・看護部⻑ ⽩⽯ 和⼦

副部⾨⻑ 看護学部 看護職⽣涯発達学 教授 吉武 久美⼦

副部⾨⻑ 看護部 副部⻑、リエゾン精神看護専⾨看護師 ⼭内 典⼦

委員 ⼈事部 ⼈事課 看護職雇⽤推進室 看護師主任 廣瀬 由希⼦

委員 看護部 教育担当 河合 ⿇⾐⼦

委員 ⾜⽴医療センター看護部 副部⻑ 内⽥ 朋⼦

委員 ⾜⽴医療センター看護部 副部⻑ 中嶋 真紀⼦

委員 ⾜⽴医療センタ－看護部 ⼩児救急看護認定看護師 ⽥中 猛

委員 看護学部 看護管理学 准教授 駒形 朋⼦

委員 看護学部 精神看護学 助教、リエゾン精神看護専⾨看護師 ⽥代 真利⼦

委員 看護専⾨学校 主事 前⽥ 美那⼦

委員 ⼥性医療⼈キャリア形成センター 事務課 課⻑補佐 下村 裕⾒⼦

運営委員(2026年4⽉現在)
(順不同、敬称略)



看護職キャリア開発⽀援部⾨

看護職のキャリア開発と勤務継続を⽀援するために、看護部、看護学部、看護専⾨学校が協働し
て、看護職のキャリア⽀援システムの構築を⽬指して6つのプロジェクトで活動しています。
院内教育や各種委員会活動と連携しながら看護職者のニーズをキャッチし、⼀⼈ひとりの看護職
者が⽣涯成⻑し続けるために役⽴つ内容を盛り込んだ活動をおこなっています。

キャリア・メンタルヘルス相談プロジェクト

キャリアカウンセリング
キャリアカウンセラーがキャリア上の問題
を⼀緒に考えたり、キャリア開発の⽀援を
⾏っています。

看護職キャリア開発⽀援部⾨では
看護師が充実した仕事と⽣活をおくることができるよう、

あらゆるプロジェクトでサポートします。

看護職キャリア開発⽀援部⾨では
看護師が充実した仕事と⽣活をおくることができるよう、

あらゆるプロジェクトでサポートします。

2025年度実績
キャリアカウンセリング申込数 24件

メンタルヘルスカウンセリング
本⼈のみならず、不調者を⽀える側のカウンセリングも実施しています。

2025年度実績
メンタルヘルスカウンセリング
メンタルヘルスの不調な看護師を

⽀援する看護職者の相談
 ピアサポートグループ・グループ⾯接

169名(517回)

148名(215回)
30件(24名)
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看護職キャリア開発⽀援部⾨

⾃⼰学習⽀援プロジェクト

看護専⾨領域スキルアップ研修
専⾨領域における知識や技術を深め、
⽇々の看護実践能⼒を向上します。
Box、Google Meetなど開催⽅法も多様になり、
各々の特性を⽣かして様々な研修を⾏っています。

2025年度実績

全12領域、44研修を実施

変⾰推進⼒育成プロジェクト

クリニカルコーチ育成研修
クリニカルコーチは、部署において看護師⻑や主任と連携しながら教育的役割を担い、
看護職者や看護学⽣を⽀援しています。2025年度は第9期⽣9名が全6回の研修を修了し
ました。
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①研修実施(全6回)

②フォローアップ研修〜認定まで



看護職キャリア開発⽀援部⾨

師⻑の変⾰推進能⼒向上⽀援
看護師⻑のキャリアアップと変⾰推進⼒を⾼めるための⽀援を⾏っています。
2025年度は、師⻑の研修ニーズおよび⽬指す看護管理者像、伸ばしたいスキル、能⼒な
どの情報収集を⾏いました。

看護部⾨と看護基礎教育機関(看護学部･看護専⾨学校)による研究活動の連携を推進し、
看護の実践、教育、研究の質の向上を図っています。

セミナー等を開催

「研究⽀援者ピアサポートの会」開催
2025年度は3回実施しました。現場でのピアサポートに関する⼤⼩の悩みの解消や情報
共有など、活発な意⾒交換を⾏いました。

看護研究推進プロジェクト
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2025年6⽉にスコーピングレビュ－勉強会、
８⽉に看護学部教員とURAによる看護職員
向けの科研費説明会、11⽉に事例研究セミ
ナ－を開催した。

政策⽴案能⼒と創造する能⼒強化する点

共通の課題

師⻑からの要望 スタッフ⽀援の強化、病院経営への参画、メンタルヘルス⽀援、
診療報酬改定を踏まえた多職種連

医療動向を踏まえた制度改正等への準備、
新たな看護サービス⽅式の創造・実現

世の中の動向や医療の⽅向性を捉え、先を⾒据えた変⾰をするための⽀援が
必要であることが明確となった。



看護職キャリア開発⽀援部⾨

はたらき⽅⽀援プロジェクト

ｃライフイベント⽀援
妊娠・出産という⼥性にとって⼤きなライフイベントを迎えた⽅を対象に、ガイドブック
「新しい家族を迎えるにあたって〜ワーキングママ&パパを応援する本〜」を配布しています。
学内での様々な制度や⼿続き、また先輩⼦育て看護師からのメッセージも
掲載されています。

キャリア⽀援制度
休職をしないで育児、進学、介護と⽇常の看護業務を両⽴できる制度や、国外研修のため
の休職制度、さらにキャリアアップのための「在籍したまま進学できる制度」を設けてい
ます。

看護職キャリア
継続⽀援のための
短時間勤務

看護職
国外研修休職 看護職進学休職① ② ③

休職はせずに
「育児」「介護」

「進学」等をしたい︕
⽇常の看護業務と

両⽴したい︕

海外語学･看護研修、
ワーキングホリデイで
キャリア形成したい︕

在籍したまま進学したい︕
業務に必要な資格取得や

看護知識・技術の
ブラッシュアップをしたい︕
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看護職キャリア開発⽀援部⾨

学⽣〜新⼈移⾏期⽀援プロジェクト

① ③
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本プロジェクトは、「学⽣から新⼈へ移⾏する⼤事な時期の懸け橋になりたい︕」という
思いで、2025年度より活動を開始しました。
⽀援する・されるという関係ではなく、学⽣・臨床看護師・教員がつながり、ともに創り
あげることを⼤切にしています。
2025年度は、連続性(学⽣期からの連続した⽀援)と相互性(学⽣・教員・臨床看護師の協
働による学びあい)を核として、既存の⾏事等で相互交流が可能なもの・新たな交流の場と
して創出したいものを整理しました。





動画公開(YouTube他)

⼥性医療⼈キャリア形成センター



動画公開(YouTube他)
⼥性医療⼈キャリア形成センターではYouTube等を活⽤し、研究⼒向上やキャリア形成⽀援な
どを⽬的としたさまざまなセミナーや講演会を提供しております。

YouTube 東京⼥⼦医科⼤学公式チャンネル（⼀般公開）

公開時期 タイトル

2026年
2⽉

令和6年度 研究成果報告
【東京⼥⼦医科⼤学】YAYOIプロジェクト

研究⼒向上・リーダー育成事業について概要説明
【東京⼥⼦医科⼤学】令和6年度研究成果報告vol.1

加藤 環 講師 ゲノム診療科
【東京⼥⼦医科⼤学】令和6年度研究成果報告vol.2

吉⽥ 杏美 助教 先端⽣命医科学研究所
【東京⼥⼦医科⼤学】令和6年度研究成果報告vol.3

関 桃⼦ 助教 腎臓内科
【東京⼥⼦医科⼤学】令和6年度研究成果報告vol.4

⽩井 陽⼦ 助教 腎臓⼩児科

2025年
2⽉

令和5年度 研究成果報告
【東京⼥⼦医科⼤学】YAYOIプロジェクト

研究⼒向上・リーダー育成事業について概要説明
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.1

⻘⽊ 信奈⼦ 助教 先端⽣命医科学研究所
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.2

梅井 菜央 准教授 集中治療科
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.4

関 桃⼦ 後期研修医 内科学(腎臓内科学分野)
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.5

番場 嘉⼦ 講師 外科学(消化管外科学分野)
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.6

⽩井 陽⼦ 助教 腎臓⼩児科
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol. 7

⽮作 綾野 助教 解剖学 (顕微解剖学・形態形成学分野)
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.8

⼤⽊ ⾥花⼦ 助教 移植管理科
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.9

中尾 梨沙⼦ 助教 内科学(循環器内科学分野)
【東京⼥⼦医科⼤学】令和5年度研究成果報告vol.10

飯塚 幸恵 准教授 看護学部
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公開中の動画

NEW



動画公開(YouTube他)
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YouTube 東京⼥⼦医科⼤学公式チャンネル（⼀般公開）

公開時期 タイトル

2024年
2⽉

ロールモデル動画
「東京⼥⼦医科⼤学 私たちのSTORY」

ロールモデル動画
「東京⼥⼦医科⼤学 私たちのSTORY」《英語版》
Tokyo Womenʼs Medical University OUR STORY: a look into the 
careers of women in the medical field

YouTube【公式】学校法⼈東京⼥⼦医科⼤学
https://www.youtube.com/@TokyoWomensMedicalUniversity

QRコード



動画公開(YouTube他)

学内BOX（本学教職員公開）
公開時期 タイトル

2025年
2⽉

第4回介護講演会
①介護と仕事の両⽴

横⽥ 仁⼦ 准教授
⼥性医師・研究者⽀援部⾨運営委員、保健管理センター 准教授

②「YAYOIプロジェクト」介護⽀援事業のご紹介
本多 祥⼦ 准教授
ダイバーシティ環境整備事業推進室 室⻑、解剖学(神経分⼦形態学分野)

③仕事と介護の両⽴⽀援制度
介護休業と介護休暇について
⼈事部 ⼈事課

④ベネフィットステーション介護サービスについて
株式会社ベネフィット・ワン

2024年
7⽉

第1回介護講演会
「脳科学からみた認知症」

恩蔵 絢⼦ 先⽣
⾦城学院⼤学・早稲⽥⼤学・⽇本⼥⼦⼤学⾮常勤講師、脳科学者

2024年
7⽉

第2回介護講演会
「介護のおカネいくらかかるの︖〜介護にかかるおカネと⼼の準備〜」

井⽊ みな恵 ⽒
株式会社ベネッセシニアサポート法⼈事業部 事務部⻑

2024年
7⽉

第3回介護講演会
「⼩規模多機能型居宅介護」や「グループホーム」等の社会資源を知ろう︕

加藤 忠相 ⽒
株式会社あおいけあ 代表取締役社⻑
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活動報告・業績⼀覧等

⼥性医療⼈キャリア形成センター



活動報告
リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

2025年
4⽉ 1⽇ 英語論⽂掲載料補助制度、国際学会参加費等補助制度

受付開始 ★

1⽇ 国際共同研究指導者による個別相談会 受付開始 ★

1⽇ 「グローバル架け橋研究⽀援」募集開始 ★

18⽇ 第42回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

25⽇ 第1回介護サポート調整会議（オンライン） ★

30⽇ 第1回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

5⽉ 1⽇ ファミサポ通信Vol.35発⾏ ★

14⽇ 第2回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

15⽇ 介護サポート通信Vol.4発⾏ ★

19⽇ 第43回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

20⽇ 「彌⽣⼈メンター・メンティ賞 」募集受付開始 ★

22⽇ ファミリーサポート・第26期保育サービス講習会開講 ★

23⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

23⽇ 第8期クリニカルコーチ育成研修 第1回フォローアップ研修 ★

27⽇ 第2回介護サポート調整会議（オンライン） ★

27⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

6⽉ 11⽇ 「グローバル架け橋研究⽀援」⾯接審査実施 ★

13⽇ ⼥性医療⼈リーダー育成部⾨運営委員会（オンライン） ★

16⽇ 第44回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★



活動報告
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

6⽉ 17⽇ 「グローバル架け橋研究⽀援」選考会実施、採択者3名決定 ★

21⽇ 「第47回未来医学研究会⼤会」共催（対⾯・オンライン） ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

25⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨看護研究推進プロジェクト主
催「スコーピングレビューの⽬的と⽅法」セミナー開催 ★

26⽇ 第3回介護サポート調整会議（オンライン） ★

7⽉ 1⽇ ⼥性医師・研究者⽀援シンポジウム2025収録配信 ★

16⽇ 第3回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

17⽇ 第4回介護サポート調整会議（オンライン） ★

18⽇ 第45回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

22⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

25⽇ 第8期クリニカルコーチ育成研修 第2回フォローアップ研修 ★

8⽉
6⽇ 「彌⽣⼈メンター・メンティ賞」 選考会実施、受賞者2組

決定 ★

18⽇ 第46回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

20⽇ 第4回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

21⽇ 第5回介護サポート調整会議(オンライン） ★

9⽉ 3⽇ ファミリーサポート・前期スキルアップ研修会 ★

9⽇ 介護サポート第5回提供会員養成講習会（9/9、9/17） ★

9⽇
クリニカルコーチ特別講演会「看護職⽣涯発達学から⼥⼦
医⼤看護部のみなさまへ」（東京慈恵会医科⼤学 客員教授
佐藤紀⼦先⽣）

★

リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室



活動報告
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

9⽉ 18⽇ 第5回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

19⽇ 第12回ピアラーニングforやよいびと開催（対⾯・オンラ
イン） ★

19⽇ 第47回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

24⽇ 第36回⼥性医師・研究者⽀援部⾨運営委員会（オンライ
ン） ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

25⽇ 第8期クリニカルコーチ育成研修 認定授与式 ★

25⽇ 第6回介護サポート調整会議(オンライン） ★

29⽇ 第5回「グローバル架け橋研究⽀援」および第4回「彌⽣⼈
メンター・メンティ賞」合同授与式開催 ★

30⽇ 介護サポート・提供会員スキルアップ研修会 ★

30⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

10⽉ 1⽇ ファミサポ通信Vol.36発⾏ ★

1⽇ 2026年度⼥性医学研究者のための研究⽀援員制度応募受付
開始 ★

1⽇ 2026年度⼥性研究者を⽀える男性医学研究者のための研究
⽀援員制度応募受付開始 ★ ★

7⽇ 第5回介護講演会〜介護体験談を聞こう︕語ろう︕〜開催 ★

20⽇ 第48回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

22⽇ 第7回介護サポート調整会議(オンライン） ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

24⽇ ファミリーサポート、介護サポート・⼥⼦医⼤祭出展
（10/24、10/25） ★ ★

リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室



活動報告
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

10⽉ 24⽇ 第9期第1回クリニカルコーチ育成研修 ★

28⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

29⽇ 第6回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

31⽇ ファミリーサポート・第27期保育サービス講習会開講 ★

11⽉ 17⽇ 第8回介護サポート調整会議(オンライン） ★

20⽇ キャリアセミナー「『育児の共有』から新しい未来へ」
（伊藤瑞⼦先⽣）開催（オンライン） ★

21⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

21⽇ ファミリーサポート運営委員会（オンライン） ★

21⽇ 第49回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

21⽇ 第9期第2回クリニカルコーチ育成研修 ★

28⽇ 第13回ピアラーニングforやよいびと開催（対⾯・オンラ
イン） ★

12⽉ 9⽇ 第7回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

16⽇ 第9回介護サポート調整会議(オンライン） ★

19⽇ 第50回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

19⽇ 第9期第3回クリニカルコーチ育成研修 ★

23⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

2026年
1⽉

13⽇ 第10回介護サポート調整会議(オンライン） ★

16⽇ 第9期第4回クリニカルコーチ育成研修 ★

19⽇ 第51回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室



活動報告
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

2026年
1⽉ 27⽇ 「2026年度研究⽀援員制度」プレゼン・⾯接審査（オンラ

イン） ★ ★

28⽇ 第8回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

2⽉ 3⽇ 介護サポート・提供会員スキルアップ研修会 ★

12⽇ ファミリーサポート・後期スキルアップ研修会 ★

13⽇ 第9期第5回クリニカルコーチ育成研修 ★

16⽇ 第11回介護サポート調整会議(オンライン） ★

16⽇ 第12回⼥性医療⼈リーダー育成部⾨運営委員会 ★

16⽇ 「第2回先端⽣命医科学センター産学連携フォーラム」共催 ★

20⽇ 第9回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

20⽇ 第52回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

21⽇ ⿇酔科主催 国際⿇酔シンポジウム「⽇⽶⼥性臨床医が語り
合う、医療キャリアの築き⽅」開催⽀援 ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

24⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

3⽉
4⽇ 第37回⼥性医師・研究者⽀援部⾨運営委員会開催(オンラ

イン) ★

6⽇ 第21回⼥性医療⼈キャリア形成センター運営委員会(オン
ライン) ★ ★ ★ ★

10⽇
リーダーシップセミナー「精神科医が病院⻑になるという
こと」（⻄村勝治先⽣/神経精神科 教授・基幹分野⻑、東
京⼥⼦医科⼤学病院⻑）開催（対⾯・オンライン）

★

12⽇ 第14回ピアラーニングforやよいびと開催（対⾯・オンラ
イン） ★

リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室
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⽇付 内容 リ ⽀ 看 ダ

3⽉ 13⽇ 第9期第6回クリニカルコーチ育成研修 ★

16⽇ 第53回ダイバーシティ担当推進者会議（オンライン） ★ ★ ★ ★

19⽇ 第12回介護サポート調整会議(オンライン） ★

24⽇ AI・臨床統計無料相談会 開催 ★

24⽇ 看護職キャリア開発⽀援部⾨運営委員会（オンライン） ★

25⽇ 第10回ファミリーサポート調整会議（オンライン） ★

31⽇ 腎臓⼩児科主催 国際研究講演会「カナダでの⼥性腎臓内科
医・研究者としてのキャリア」開催⽀援（対⾯・オンライン） ★

31⽇ 介護サポート通信Vol.5発⾏ ★

リ
看
ダ

・・・⼥性医療⼈リーダー育成部⾨ ⽀ ・・・⼥性医師・研究者⽀援部⾨
・・・看護職キャリア開発⽀援部⾨
・・・ダイバーシティ環境整備事業推進室



業績⼀覧
【⽀援を受けた医師・研究者の業績⼀覧です】

学 会 発 表
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演者 形式／区分 研究会・学会名 タイトル 開催場所 年⽉⽇

番場 嘉⼦ ワークショップ／
⼝演 第126回⽇本外科学会

AIを⽤いたTotal Navigation 
Surgery–ICチャットボット・
⼤腸癌リンパ節転移診断・⼿術
動画タイムライン評価・⼿術難
易度予測–

仙台 2025/4/12

⽩井 陽⼦ シンポジウム／
⼝演

第128回⽇本⼩児科学会
学術集会

FSGSと抗ネフリン抗体研究の
動向． 名古屋 2025/4/19

冨永 絢⼦ ⼀般演題／⼝演 ⽇本整形外科学会総会 ビタミンK2がロモソズマブの薬
物治療に及ぼす影響 東京 2025/5/23

⽩井 陽⼦ シンポジウム／
⼝演

第60回⽇本⼩児腎臓病学
会学術集会

FSGSと抗ネフリン抗体研究の
動向． 名古屋 2025/5/23

⽩井 陽⼦ 受賞講演／⼝演 第68回⽇本腎臓学会学術
総会

Anti-nephrin autoantibodies 
in podocytopathies CSA
（Clinical Scientist Award）

横浜 2025/6/20

⽩井 陽⼦ シンポジウム／
⼝演

第68回⽇本腎臓学会学術
総会

ネフローゼ症候群における抗ネ
フリン抗体の意義 横浜 2025/6/20

⽩井 陽⼦ 受賞講演／⼝演 第22回⼥性腎臓病医の会
総会

抗nephrin抗体による巣状分節
性⽷球体硬化症の腎移植後再発
の病態解明

横浜 2025/6/20

⽩井 陽⼦ シンポジウム／
⼝演

第70回⽇本透析医学会学
術集会・総会

⼩児腹膜透析における被嚢性腹
膜硬化症の動向． ⼤阪 2025/6/27

番場 嘉⼦ ⼀般演題／
ポスター

第7回⽇本メディカル AI
学会学術集会

ICボット・AIナビゲーション⼿
術による⼤腸癌に対するTotal 
Navigation Surgery

京都 2025/6/27

番場 嘉⼦ 主題関連演題／
⼝演

第80回⽇本消化器外科学
会

最先端技術AIを⽤いた安全で最
適な先進⼿術システムの開発と
展望

神⼾ 2025/7/18
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演者 形式／区分 研究会・学会名 タイトル 開催場所 年⽉⽇

冨永 絢⼦ ⼀般演題／⼝演 ⽇本⾻代謝学会
Effect of degenerative 
vertebrae on the outcome of 
osteoporosis drug therapy 
using DEXA

熊本 2025/7/26

Ayako Tominaga ⼀般演題／
ポスター

The American Society
for Bone and Mineral 

Research

Comparative Effects of 
Romosozumab in Secondary 
Osteoporosis Post-kidney 
Transplantation versus 
Primary Osteoporosis

Seatle 2025/9/5

Ayako Tominaga ⼀般演題／⼝演
The American Society
for Bone and Mineral 

Research

Comparative Effects of 
Romosozumab in Secondary 
Osteoporosis Post-kidney 
Transplantation versus 
Primary Osteoporosis

Seatle 2025/9/5

冨永 絢⼦ ⼀般演題／⼝演 ⽇本⾻粗鬆症学会 テリパラチド酢酸塩週2製剤の
臨床成績 千葉 2025/9/12

⽩井 陽⼦ シンポジウム／
⼝演

第55回⽇本腎臓学会東部
学術⼤会

ネフローゼ症候群に
おける抗ネフリン抗体 横浜 2025/9/28

番場 嘉⼦ ⼀般演題／
ポスター

第34回⽇本消化器関連学
会週間JDDW

AIによる物体認識を⽤いた⼤腸
癌⼿術ビデオの⼿術進⾏状況の
判定

神⼾ 2025/11/1

冨永 絢⼦ ⼀般演題／
ポスター ⽇本⾜の外科学会 外反⺟趾と⼤腿⾻近位部⾻折の

関連性の検討 ⻑野 2025/11/13

冨永 絢⼦ ⼀般演題／
ポスター ⽇本⾜の外科学会 FINEとTMAの⼈⼯⾜関節⼿術

の術後成績の⽐較 ⻑野 2025/11/13

番場嘉⼦ ⼀般⼝演／⼝演 第80回⽇本⼤腸肛⾨病学
会

SureformTMStaplerの
ログデータから解析した縫合機
器使⽤に関する
検討

東京 2025/11/14

番場 嘉⼦ 特別講演／⼝演 第87回⽇本臨床外科学会
総会

消化器外科医を継続するための
⽇々の⾃⼰研鑽 新宿 2025/11/20

学 会 発 表
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演者 形式／区分 研究会・学会名 タイトル 開催場所 年⽉⽇

番場 嘉⼦ 特別講演／⼝演 第87回⽇本臨床外科学会
総会

⾳声⼊⼒システムと⽣成AIを利
⽤した次世代⼿術記録作成の実
践

新宿 2025/11/22

番場 嘉⼦ ⼀般演題／⼝演 第38回⽇本内視鏡外科学
会

AI物体認識を⽤いたリアルタイ
ムAIナビゲーション外科⼿術と
⼿術動画の客観的評価の実践

横浜 2025/12/12

⽩井 陽⼦ 共催セミナー／
⼝演 第48回⼩児腎不全学会 ネフローゼ症候群における抗ネ

フリン抗体 箱根 2025/12/19

冨永 絢⼦ ⼀般演題／⼝演 第56回⽇本⼈⼯関節学会 FINEとTM Ankleの術後成績⽐
較 ⼤阪 2026/2/27

論 ⽂

著者名 タイトル 誌名

Shirai Y, Miura K, Morimoto K, 
Yokoo T, Hattori M.

Reevaluating anti-nephrin autoantibodies by ELISA using 
human embryonic kidney–derived recombinant 
extracellular domain of human nephrin

Kidney Int. 2025.
doi:https://doi.org/10.1016
/j.kint.2025.01.003

Tominaga A, Wada K, 
Kato Y, Okazaki K, 

Romosozumab for managing severe osteoporosis in 
patients undergoing kidney transplantation: 
A retrospective case series

JBMR plus, eCollecton

Takako Tsujimura-Ito.
Breaking Barriers:The Struggle for Gender Equality in 
Japan's Medical Profession and the Role of Tokyo 
Women's Medical University.

Tokyo Women's Medical 
University Journal.Advance
Publication by J-STAGE 
August 29, 2025
doi:10.24488/twmuj.20250
03

Shirai Y, Miura K, Horita S, 
Hattori M.

A Case of Post-transplant Recurrent Focal Segmental 
Glomerulosclerosis: Graft Biopsy showing IgG Co-
localization with Nephrin, Podocin, and Kirrel1. 

Kidney Int. 2025;108(4):
714-715.  

Kato A, Shirai Y, Kanda S, 
Kunishima S, Shimizu T, 
Ishida H, Hattori M, Miura K. 

Successful kidney transplantation using eltrombopag in a 
patient with MYH9-related disease. 

CEN Case Rep. 2025
doi: 10.1007/s13730-025-
01032-y. 

学 会 発 表
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論 ⽂

著者名 タイトル 誌名

Shirai Y, Miura K, Horita S, 
Ito N, Taneda S, Koike J, 
Honda K, Hattori M. 

Slit Diaphragm Molecular Changes in Recurrent FSGS 
With Antinephrin Autoantibodies. 

Kidney Int Rep.2025; 11(2)
:103685. 
doi:10.1016/j.ekir.2025.11.
010.

Tominaga A, Maruki H, 
Wada K, Terayama Y, Nishi H, 
Kato Y, Okazaki K, 

Clinical outcome of twice-weekly teriparatide acetate 
administration in osteoporosis

Archives of Osteoporosis, 
print ahead.

Tominaga A, Wada K, 
Okazaki K

Vertebral changes evaluated by hounsfield units after 
spinal fusion surgery with concomitant anabolic therapy

Archives of Osteoporosis, 
accepted.



⼥性医療⼈キャリア形成センターのあゆみ
⽂部科学省科学技術振興調
整費⼥性研究者採択⽀援モ
デル育成事業「保育とワ－
クシェアによる⼥性医学研究
者⽀援」採択

⼥性医師再教育センター＆
⼥性医学研究者⽀援室 設⽴

厚⽣労働省「⼥性医師キャリア
⽀援モデル普及推進事業」採択

2006

2008

男⼥共同参画推進局から
⼥性医療⼈キャリア
形成センターへ名称変更

⽂部科学省科学技術⼈材育成
費補助事業「ダイバーシティ
研究環境実現イニシアティブ
(特⾊型)」
中間評価にて「A評価」

彌⽣塾から
⼥性医療⼈リーダー育成部⾨へ
名称変更

公益財団法⼈⽇産財団
リカジョ賞(現「リカジョ
育成賞」)第3回リカジョ奨
励賞受賞

⽂部科学省科学技術⼈材育成費
補助事業「ダイバーシティ研究
環境実現イニシアティブ(先端
型)」採択
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⽂部科学省科学技術⼈材育成
費補助事業「ダイバーシティ
研究環境実現イニシアティブ
(特⾊型)」
最終評価にて「A評価」

⽂部科学省科学技術⼈材育成費
補助事業「ダイバーシティ研究
環境実現イニシアティブ(先端
型)」中間評価にて「A評価」

⽂部科学省「社会⼈の学び直し
ニーズ対応教育推進プログラム
事業」採択

2009
男⼥共同参画推進局
設⽴

eラーニング開始

2010 第7回
⽇本e-Learning⼤賞
⽂部科学⼤⾂賞 受賞

ファミリーサポート室開室

⽂部科学省⼤⾂改⾰推進等
補助⾦「男⼥共同参画型
NICU⼈材養成プログラム－
地域とささえあう周産期医
療」採択 2015 彌⽣塾 創設

2016

2017

2019

2020

2021

2022

2023

⽂部科学省科学技術⼈材育成
費補助事業「ダイバーシティ
研究環境実現イニシアティブ
(特⾊型)」採択

東京都⼥性活躍推進⼤賞
受賞

2024 ⼥性医師再研修部⾨が
⼥性医師・研究者⽀援部⾨に
統合

2025



⼥性医療⼈キャリア形成センター基⾦

⼥性医療⼈の勤務継続⽀援および医療⼈としてのキャリア形成とリーダーシップ育成を
⾏う⽬的として実施しております⼥性医療⼈キャリア形成センター基⾦につきましては、
多⼤なるご⽀援、ご協⼒を賜りましたことを⼼より感謝申し上げます。
これからの社会において多くの⼥性医療⼈たちが活躍できるよう、深いご理解とご関⼼
をお寄せくださる皆様から賜りましたご芳志を深謝するとともに重ねて⼼からお礼申し
上げます。

ご寄付合計額

匿名1名

1,000,000円（2025年度）

ご芳名⼀覧（五⼗⾳順）

こちらからも詳細をご覧いただけます ⇒

申込⽅法、振込⽅法、免税措置（企業等法⼈、個⼈）など、寄付に関する詳細につきましては
裏表紙に記載のセンター事務課までお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。
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東京女子医科大学
女性医療人キャリア形成センター

〒162-8666 東京都新宿区河田町8-1
TEL：03-3353-8112（内線 30166） FAX：03-3353-6793

MAIL：cdc.bm@twmu.ac.jp


